
 

 
資料７ 

第７次埼玉県地域保健医療計画 

『南部保健医療圏 圏域別取組』推進計画・推進状況 

 

 

 【重点取組：７項目】 

 １ 歯科保健対策・・・・・Ｐ１～Ｐ７ 

 ２ がん医療・・・・・・・Ｐ８～Ｐ１５ 

 ３ 精神疾患医療・・・・・Ｐ１６～Ｐ２２ 

 ４ 感染症対策・・・・・・Ｐ２３～Ｐ２９ 

 ５ 災害時医療・・・・・・Ｐ３０～Ｐ３６ 

 ６ 在宅医療の推進・・・・Ｐ３７～Ｐ４５ 

 ７ 医薬品等の安全対策・・Ｐ４６～Ｐ５１ 
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１ 歯科保健対策 

 

目        標 生涯を通じて質の高い生活を送ることができるよう歯科口腔に関する対策を 

充実します。また、歯科健診・相談体制の充実を図ります。 

 

主 な 取 組       ・生涯を通じた歯科口腔保健対策の充実 

・妊娠期から子育て期における母子の歯科口腔保健の推進 

・フッ化物応用等をはじめとするう蝕予防対策 

・在宅歯科医療サービスの充実 

 

実 施 主 体       医師会、歯科医師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・川口市が主催して実施される健康に係る事業に参画するとともに、健康相談

 事業等に医師を派遣するなど、事業に積極的な支援を行うことにより、市民 

 の健康づくりに貢献する。 

・川口歯科医師会主催の多職種連携講演会を後援する。 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・介護フェスティバルへの参加協力 

 平成３０年５月１８日 リリア 

・健康フェスティバルへの参加協力 

 内科医師と整形外科医師を派遣し、健康相談事業を実施する。 

 平成３０年９月３０日 リリア 

・市産品フェアへの参加協力 

 平成３０年１０月２６日～２８日 SKIPシティ 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・川口市主催の健康に係る事業に参画し、医師を派遣する等積極的な支援を 

 行う。 

 

 

［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・歯周病予防のための講習会の開催 

・全身疾患と歯周病との関係等の研修会の開催 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 
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年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・蕨戸田歯科医師会と「Ⅿ＆Ⅾ研究会」共催 

・蕨戸田歯科医師会主催の講習会に参加 

 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・蕨戸田市歯科医師会と「Ⅿ＆Ⅾ研究会」共催 

・蕨戸田歯科医師会主催の講習会への参加 

・嚥下・摂食のチーム「おかわりの会」公開研修会への共催 

 

 

［川口歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・川口市妊産婦歯科健診受診者数の増加 

・保育所・幼稚園でのフッ化物洗口実施率の増加 

・小学校・中学校でのフッ化物洗口実施 

・障害者及び施設での歯科健診・歯科保健指導の増加 

・成人歯科健診受診率の増加 

・高齢者への口腔機能維持活動の推進 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) フッ化物洗口を実施する小学校・中学校の割合 ２５％ 

(目標とする指標) フッ化物洗口を実施する小学校・中学校の割合 ５０％ 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・川口市妊産婦歯科健診受診者数の増加 

・保育所・幼稚園でのフッ化物洗口の実施率の増加 

・小学校・中学校でのフッ化物洗口実施 

・障害者及び施設での歯科健診・歯科保健指導の増加 

・成人歯科健診受診率の増加 

・高齢者への口腔機能維持活動の推進 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・マタニティママの歯の健康教室の実施 

・フッ化物塗布を実施する保育所・幼稚園・認定こども園の評価 

・障害者及び施設での歯科健診・歯科保健指導の実施 

・特別支援学校での歯科保健指導の実施 

・成人歯科健診の受診率を増やすため、地域保健センターで作成したパンフレ

ットを商工会会員に配布 

・本会が行っている口腔機能向上プログラムを改定し、よりお年寄りが楽しめ

る要素を増やした。次期入札では、本会が担当するブロック増を目指す 

・介護予防事業での口腔機能向上プログラム開催 
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［蕨戸田歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・各ライフステージにおける歯科保健について充実を図ると共に、それらが 

 シームレスに行えるよう事業を考えていくことを基本理念とすること。 

・妊娠期から子育て期に関しては、埼玉県・埼玉県歯科医師会作成の｢お口の 

 母子手帳｣を有効に活用し、妊産婦健診や母子保健法で定められている各年 

 代の健診にて口腔保健の啓発に努める。 

・15年来フッ化物応用については各行政と検討を続けているが、諸事情を 

 考慮し、ポジティブなスタンスで取り組んでいくよう努力したいと考えて 

 いる。 

 各市共に“フッ化物塗布”については事業が少し進んできているが、今後は 

 当地区においても埼玉県の小児う蝕予防対策事業を参考に保育園、幼稚園、 

 小学校、中学校におけるフッ化物洗口の実現に向けて取り組んでいきたいと 

 考えている。 

・成人歯科保健に関しては、日本歯科医師会推進の“標準的な歯科健診・保健 

 指導”の導入や、歯科検診においては、改訂された“歯周病検診2015”を 

 利用し進めていきたいと考えている。 

・障害者歯科については、｢障害者歯科相談医制度｣を有効活用し、障害者歯科 

 相談医の行動を更に活性化できるよう努力したいと考えている。 

 （相談医による施設等の健診、研修など） 

・高齢者に関しては｢口腔機能の向上（口腔ケア）｣を中心に、公開市民講座等 

 により啓発を行い、施設や通所サービスにおいても歯科医師会の方に委託が 

 来るよう努力したいと考えている。 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)   

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・南部保健所歯科口腔保健連携会議において埼玉県歯科医師会の地域歯科保健

活動について説明、周知した。 

・戸田市健康福祉の杜まつりに参加、歯ッピー蕨を開催し、市民の歯科口腔保

健意識の啓蒙を行った。 

・戸田市の成人歯科健診においては改訂された歯周病検診2015の使用を開 

始した。 

・戸田市の保育園２施設でフッ化物洗口を開始した。 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・妊娠期から子育て期に関しては、妊産婦健診や母子保健法で定められてい 

る各種健診時に適宜指導を行い、母子双方の口腔保健の啓発に努める。 

・フッ化物応用については、当地区においても保育園、幼稚園、小・中学校 

におけるフッ化物洗口の実現に向けて取り組んでいきたい。 

・成人歯科保健に関しては、日本歯科医師会推進の“標準的な歯科健診・ 

保健指導”の導入を進め、適切な指導のもと、口腔管理に努める。 

・戸田市においては、県事業の「糖尿病性腎症の重症化予防を目的とした歯科

に係る取り組み」の対象地域に該当しているので、対象者に対しては、糖尿病

性腎症と歯周病の相互の改善が図れるように尽力する。 
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・高齢者に関しては、適切な口腔ケアの提供によりオーラルフレイルの予防、

改善に努めると共に、公開市民講座等の周知により、老齢期の口腔管理の重要

性の理解を図る。 

・埼玉県歯科医師会主催の「埼玉県歯科口腔保健推進計画に基づく疾患別の講

習会」等に積極的に参加し、疾患を持つ県民に歯科の体制を示すと共に、受診

しやすい環境を整備することに努める。 

［川口市長寿支援課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

高齢者に対し、介護予防を目的とした口腔機能向上の必要性についての教育や

口腔清掃の自立支援、摂食・嚥下機能等の向上支援に関するプログラムによる

口腔教室を実施する。 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) 特になし 

(目標とする指標) 特になし 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

６５歳以上で要介護認定を受けていない高齢者を対象に、口腔機能の向上を目

的とした「口腔教室」を市内公民館等で２１教室実施した。 

（１教室６回、参加者１６８人） 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

６５歳以上で要介護認定を受けていない高齢者を対象に、口腔機能の向上を目

的とした口腔教室を実施する。 

（１教室６回、市民公民館等で２２教室実施予定） 

 

 

［川口市地域保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・川口市歯の健康フェスティバル 年１回（６月第１日曜日）実施 

歯科健康相談、フッ化物体験、ブラッシング指導等 

 

 2018年度～２０２３年度 

（平成30年度～令和５年度） 

妊婦歯科健康診査 

１歳６か月児歯科健診事後指導教室 

年１２回 

年 8 回 

フッ化物塗布 

（1歳6か月児～3歳未満児延べ人数） 
6,300人 

１歳６か月児歯科健康診査（受診率） 80％ 

３歳児歯科健康診査（受診率） 80％ 

 

・成人歯科健診・歯科ドックの実施 

・口腔がん検診の実施 

・訪問歯科健康診査の実施 

・健康教育による普及啓発 

・健康相談による個別対応の充実 
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  関連する指標 (現状を示す指標) 教室参加者、フッ化物塗布人数、健診受診率または受診者数 

(目標とする指標) 上記のとおり 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・歯の健康フェスティバル 参加者：１，１７５人 

・妊婦歯科健康診査 １２回 参加者：１４０人 

・１歳６か月児歯科健診事後指導教室 ８回 参加者：１７５人 

・フッ化物塗布 受診者：５，７９２人 

・１歳６か月児歯科健康診査 受診率 ６９．２％ 

・３歳児歯科健康診査 受診率 ８７．８％ 

・成人歯科健康診査受診者数：４，８１１人 

・歯科ドック受診者数：２，８１７人 

・口腔がん検診受診者数：１，６８０人 

・訪問歯科健康診査受診者数：２５０人 

・歯周疾患健康教育 ８回 参加者：１１４人 

・健康相談における歯科相談 ２０回 参加者：６５人 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・歯の健康フェスティバル Ｒ１．６．２（日）実施 参加者：１，０６２人 

・妊婦歯科健康診査 年１２回実施 

・１歳６か月児歯科健康診査事後指導教室 年８回実施 

・フッ化物塗布（３歳までに２回） 委託医療機関で実施 

・１歳６か月児歯科健康診査 年５２回 地域保健センター ２５回 

                   鳩ケ谷庁舎    ２７回 

・歯科健康診査、歯科ドック、口腔がん検診 委託医療機関で実施 

・川口商工会議所及び鳩ケ谷商工会へ、会員向け広報誌やメールマガジン等 

 による歯科検診の周知を依頼 

・口腔がん検診の自己負担額を８００円から５００円に減額 

 

 

［蕨市保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・「健康密度も日本一のまちへ」を目指して、第２次わらび健康アップ計画 

（2018～2022年度）に基づき、8020歯の健康づくり運動を推進する。 

【５年間の重点的な取組（第２次わらび健康アップ計画より）】 

○歯の喪失予防のために、歯周疾患検診の受診率向上を図る。 

・受診票送付だけでなく、受診勧奨通知の送付を行う。 

○子どもの頃から歯を健康に保つための生活習慣を身につける。 

・妊娠期から子どもの歯の健康について普及啓発を行う。 

・フッ化物塗布（２歳）の受診率向上のため、未受診児への受診勧奨送付 

 及び送付内容も工夫する。 

  関連する指標 (現状を示す指標)  歯周疾患検診受診率14.2%（節目） 

３歳児で定期的にフッ化物歯面塗布をうけている割合37.9% 

(目標とする指標) 歯周疾患検診受診率20.0% 

３歳児で定期的にフッ化物歯面塗布をうけている割合50.0% 
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年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

<歯周疾患検診> 

・受診率14.2%（節目） 

<20歳の歯科疾患予防推進事業> 

・受診率9.6％ 

<フッ化物塗布事業> 

・受診率40.0% 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

<歯周疾患検診> 

・歯周疾患検診のポスターを掲示 

・節目対象者全員に歯周疾患検診受診勧奨通知を発送 

・歯周疾患検診とがん検診の受診券を一体型で通知 

<20歳の歯科疾患予防推進事業> 

・平成27年度から開始し、希望者にはパノラマレントゲン検査を実施 

・成年式に受診勧奨の看板を掲示 

<フッ化物塗布事業> 

・講座・赤ちゃん訪問・1歳6か月児健診実施時に周知 

 

 

［戸田市福祉保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・妊娠期から乳幼児期の歯科保健の推進 

・幼児歯科検診（２歳6か月児歯科健診含）の充実 

  各健診でのう蝕罹患を低下 

・児童・生徒のう蝕予防の推進 

  小・中学校での歯科保健の推進 

・成人歯科保健の充実 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) 幼児歯科健康診査受診率 

        ３歳児でのう蝕の無い者の割合 

(目標とする指標) 歯科健康診査の受診率    ８０％ 

         3歳児でう蝕の無い者の割合 ９０％ 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

①母子健康手帳交付時の面接にて啓発チラシ配布、ワンポイントブラッシング

指導実施 

②幼児歯科健康診査 

 健診      受診人数     受診率 

1歳8か月児   1,443人     97.0％ 

2歳6か月児   1,328人     88.5％ 

3歳6か月児   1,520人     94.9％ 

  〃   う蝕の無い者の割合   87.9% 

③小学２年生（３校） 児童２46人 保護者308人 

「第１大臼歯のむし歯予防」の講話、親子でブラッシング指導を実施。 

中学１年生（１校） 児童113人 

「歯周病予防について」の講話、ブラッシング指導を実施。 

④国の示す４０・５０・６０・７０歳と戸田市独自の３０歳に対し、 

成人歯科健診を実施 受診者 ７67人 
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 歯科健康教育（出前講座、依頼教育、健康教室）を実施 251人 

       （再掲 オーラルフレイル予防教育390人） 

 いきさわやか相談を実施 61人 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①母子健康手帳交付時の面接にて歯周病予防の周知、ワンポイントブラッシン

グ指導を実施。パパママ教室で歯周病予防ミニ講話を実施。 

②幼児歯科健康診査を実施。歯科衛生士によるブラッシング指導を実施。 

③小学２年生の親子対象に「第１大臼歯のむし歯予防」の講話、ブラッシング

指導を実施。 

中学１年生を対象に「歯周病予防について」の講話、ブラッシング指導を 

実施。 

④成人歯科健診を実施。 

 歯科健康教育を実施し、オーラルフレイル予防を周知。   

 

 ［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・歯科口腔保健推進事業：会議の開催（1回／年） 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

歯科口腔保健連携会議の実施 

 日 程 平成30年10月11日 

 参加者 管内歯科医師会、市保健衛生主管課担当者、障害福祉課、 

     介護保険課、地域包括支援センター等     24名 

  内 容 「埼玉県における歯科口腔保健の取組状況について」 

      「8020達成型県民社会を目指して 

       ～埼玉県歯科医師会の取組み～」 

     「蕨・戸田地区における埼玉県在宅歯科医療推進整備事業の 

      現状と多職種連携」 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

歯科口腔保健連携会議の開催 

 日程 令和元年10月17日 

 参加者 管内歯科医師会、市保健衛生主管課担当者、障害福祉課、 

介護保険課、地域包括支援センター等 

  内容 「埼玉県における歯科口腔保健の現状と課題について」 

     「蕨・戸田地区における埼玉県在宅歯科医療推進整備事業の 

      現状と多職種連携Part2」 

     ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ「口腔ケアの現状における課題とその解決に向けて」 
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２ がん医療 
 

目        標 がん患者を含めた県民が、がんを知り、がんと向き合い、がんに負けることの

ない社会の実現を図るため、死亡原因の第１位であるがんの予防対策を推進す

るとともに、医療体制を充実し、がんの罹患率と死亡率の減少を目指します。

また、がんに関する情報や医療資源等の情報提供体制及び相談支援体制の整備

を図ります。 

 

主 な 取 組       ・全面禁煙・空間分煙実施施設認証制度及び禁煙外来、禁煙支援等による 

 予防対策（喫煙による健康被害の回避）の推進 

・がん検診及び精密検診の受診率並びに検診の質の向上 

・地域がん診療連携拠点病院を中心とした医療機関の連携 

・がん患者とその家族の療養生活の質の向上 

 

実 施 主 体       医師会、歯科医師会、薬剤師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

１ 各種がん検診の実施、検診受診率の向上 

（１）肺がん結核検診、大腸がん検診、乳がん検診、子宮がん検診、 

 胃がん内視鏡検診等について、市民の受診機会の拡充等を図るため、 

 引き続き多くの医療機関で毎年６月から翌年２月（大腸がん検診、 

 胃がん内視鏡検診は４月から翌年２月）にかけて実施していく。 

（２）肺がん結核検診、胃がん内視鏡検診については、その精度を高める 

  ために二重読影を実施する。 

（３）がんと診断されたときからの緩和ケアの推進 

（４）がん登録の推進 

（５）個別健診導入により市民の利便性の向上を図る。 

（６）がん検診の必要性とシステムを、より一層広く市民へ周知していく。 

２ 学術講演会の開催 

（１）がんに関する講演会を実施していく。 

（２）部会、懇話会、カンファレンスでのがん症例講演会、勉強会の実施 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・介護フェスティバルへの参加協力 

 平成３０年５月１８日 リリア 

・健康フェスティバルへの参加協力 

 内科医師と整形外科医師を派遣し、健康相談事業を実施する。 

 平成３０年９月３０日 リリア 

・市産品フェアへの参加協力 

 平成３０年１０月２６日～２８日 SKIPシティ 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・川口市主催の健康に係る事業に参画し、医師を派遣する等積極的な支援を 

 行う。 
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［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・乳がん検診及び精密検診制度向上のため、乳がんマンモグラフィー読影 

認定医を養成する。 

・蕨市民、戸田市民の胃がん検診と胃がん内視鏡検査の拡大。乳がん検診の 

充実 

・埼玉県医師会主催の６がんセミナーへの参加 

毎年、年度末に県民健康センターにてがん撲滅に向けてのセミナーを 

開催している。（胃、大腸、肝臓、子宮、乳腺、肺） 

・地域がん診療連携拠点病院を中心とした近隣の中核病院と病診連携の会を 

開催する。 

・全面禁煙、空間分煙実施施設増加への推進 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・肺がん・胃がん・大腸がん・乳がん・子宮がん検診を市民に実施 

・肺がん・胃がん・胃がん内視鏡読影会の実施 

・胃がん読影の勉強会の実施 

・がんをテーマにした学術集会の開催 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・肺がん・胃がん・大腸がん・乳がん・子宮がん検診を市民に実施 

・肺がん・胃がん・胃がん内視鏡読影会の実施 

・胃がん読影勉強会の実施 

・埼玉県医師会主催のがんセミナーへの参加 

・がん拠点病院と連携し、緩和セミナーの実施 

                                      

［川口歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・医師会とがん医療連携推進会議の開催(術前術後の口腔ケア) 

・がん関連病院との連携推進 

・川口市口腔がん検診による口腔がんの早期発見の推進 

・川口市口腔がん検診受診者の増加 

・口腔がんの啓発のための市民公開講座の開催 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・川口工業総合病院・川口市立医療センター・埼玉協同病院とがん連携 

・川口市口腔がん検診を個別で開始 

・口腔がんに関するリーフレット作成 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・がん患者医療連携登録歯科医療機関の増加（現状40医療機関） 

・川口工業総合病院・川口市医療センター・協同病院との病診連携 

・口腔がん検診の受診率アップのために、70歳以上の市民と非課税世帯の方

 などの負担金を免除するように川口市へ要望 
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［蕨戸田歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・歯科医師会会員の診療所における禁煙・分煙の徹底 

・国立がんセンター、埼玉県立がんセンターと連携し、がん患者の 

 周術期口腔機能管理を行うための認定歯科医の増加 

 （研修１～３の終了者の増加） 

・地元の病院との連携の会（研修会）への積極的な参加 

・ターミナルの患者さんに対する｢口腔ケア」に対応するための研修会への 

 参加による歯科医師のスキルアップ 

・戸田中央総合病院からのがん連携紹介患者数の増加 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

戸田中央総合病院と埼玉県歯科医師会の間でがん医科歯科連携を図った流れ

から、がん患者の周術期口腔ケア、口腔管理の体制の構築が進み，本格的に

稼働を開始した。 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・歯科医師会会員の診療所における全面禁煙・空間分煙実施の徹底。  

・国立がんセンター、埼玉県立がんセンター等と連携するために必要な知識 

 を修得した、がん医療連携登録歯科医の増加を図る。（蕨戸田歯科医師会 

 として、登録歯科医増加に向けてDVDによる全国共通がん医科歯科連携 

 講習会を開催）                        

・地域がん診療連携拠点病院との連携構築を目的とした、地域内研修会への 

 会員の積極的な参加を促し、紹介患者の増加を目指す。 

・がん治療の各ステージにおいて、口腔管理を通して合併症の予防を含めた

 QOLの向上に努める一方、QOLの低下した終末期の患者さんが、尊厳の

 ある生活を送るために必要な｢口腔ケア」まで提供できるよう、緩和ケア等

 も含めた各種研修会への参加によって歯科医師の知識習得、スキルアップ

 を図る。 

 

                                      

［川口薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・がん検診受診の啓発 

・薬局内全面禁煙の推進 

・がんに関する学術講演会の実施 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 
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年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

 

・がん検診受診の啓発ポスターの掲示 

・薬局内全面禁煙の掲示及び禁煙啓発ポスターの掲示 

・学術講演会の開催 

 平成３０年４月２６日「前立腺がんの病態」 

      ７月５日「腎細胞がん治療の実際」 

      １１月２７日「がん疼痛の基礎と治療」 

 平成３１年２月２６日「多発性骨髄腫治療の実際」 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・がん検診受診の啓発ポスター掲示及び一声運動の実施 

・薬局内全面禁煙の掲示及び禁煙啓発ポスターの掲示 

・学術講演会の開催 ４回実施 

                                      

［蕨市地域薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・全面禁煙・空間分煙実施施設認証制度取得 

・患者個々の薬物療法において、医薬品による重篤な副作用を回避・軽減し 

 医薬品が関係する医療事故を未然に防ぐ。 

・薬剤師会や他団体主催のがんに関する講習会の参加 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

①今や２人に１人ががんになるような時代。早期発見・早期治療の為、店頭

において特定検診・人間ドックなどの受診をすすめる。 

②薬物乱用、特にタバコ・アルコールの害についての講習会開催 

 

自己評価 Ｃ：ほとんど達成できなかった 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①改正健康増進法に基づく受動喫煙対策として、薬局の敷地内全面禁煙を 

 実施している。 

②店頭において、特定健診・人間ドック・がん検診などの受診をすすめて 

 いる。 

                                      

［戸田市薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

医療機関薬剤師と連携し、がん患者の入院〜退院〜外来治療〜在宅医療、各

期における薬物治療のサポートを継続的に実施できる体制の構築 

・薬々連携会議の強化、拡充 

・がん患者へのサポート体制の構築 

・がん領域の合同研修の実施 

無菌調剤対応の会営薬局の開設 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 
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年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

がん領域研修会１回 

疼痛緩和研修会１回 

薬々連携会議２回 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・がん領域 研修会の実施 

・戸田中央総合病院薬剤部との連携会議の実施 

・緩和ケア研修会への参加 

・会営薬局開設の検討 

 

                                      

［川口市地域保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

がん検診受診率の向上 

 
2018年度 

（平成30年度） 

2019年度～２０２３年

（ 令 和 元 年 度 ～ 令 和 ５ 年 度 ） 

胃がん検診 4,500人 前年度を上回る 

肺がん検診 18,000人 前年度を上回る 

大腸がん検診 36,000人 前年度を上回る 

子宮頸がん検診 21,000人 前年度を上回る 

乳がん検診 9,000人 前年度を上回る 

 

・胃がん検診は2018年度から胃部レントゲン検診（集団検診）に加え、胃

内視鏡検診（個別検診）を追加。 

・新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業では、該当者へ無料 

クーポン券を配布。 

・精密検査結果の把握を進める。 

  関連する指標 (現状を示す指標) がん検診受診者数 

(目標とする指標) 上記のとおり 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

がん検診受診者数 

・胃がん検診    6,552人 

・肺がん検診   23,547人 

・大腸がん検診  38,046人 

・子宮頸がん検診 23,753人 

・乳がん検診   11,865人 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・集団検診分（胃がん、乳がん）について、インターネットによる 

 申し込みを開始し、受診者層の拡大を目指す。 

・精密検査結果把握と受診勧奨の推進 
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［蕨市保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・「健康密度も日本一のまちへ」を目指して、第２次わらび健康アップ計画 

 （2018～2022年度）に基づき、がん検診受診率の向上や禁煙対策等に 

  取り組む。 

【５年間の重点的な取組み（第２次わらび健康アップ計画より）】 

○がん検診の受診率向上に取り組む。 

 ・がん検診の個別化を進め、他の健診・検診の同時受診も図る。 

・公民館、地域、関係機関等と連携し、受診の重要性について普及啓発 

 を図る。 

○禁煙を推進する環境整備を進める。 

 ・未成年者による喫煙が身体に及ぼす影響などについての正しい知識の 

  普及啓発を図る。 

 ・全面禁煙・空間分煙実施施設認証制度及び禁煙外来、禁煙支援等による予

防対策（喫煙による健康被害の回避）の推進 

  分煙・禁煙の取組を飲食店や店舗など民間の施設に普及啓発を図る。 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) 年度ごとの取組実績に記載 

(目標とする指標) 肺がん５０％、胃がん２０％、大腸がん２５％ 

        子宮がん３０％、乳がん３０％ 以上 
年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

平成３０年度受診率（蕨市独自に算出） 

肺がん：４６．４％ 胃がん：６．５％ 大腸がん：１４．９％ 

子宮がん：１６．５％ 乳がん：１８．６％ 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

○平成2８年度から胃がん検診に胃内視鏡検査を追加し実施 

 受診案内を全戸配布及び個別検診対象年齢である20歳以上の女性・40歳

以上の男性に個別通知し、普及啓発を図っている。 

○全戸配布の広報や生涯学習カレンダー、わらび健康アップ計画情報誌等に

より禁煙推進の普及啓発を図っている。 

 

        

［戸田市福祉保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

①がん検診受診率の向上 

・対象者への個別通知の実施 

・回覧、広報、イベント、ホームページ、ＳＮＳ等で周知 

・未受診者への受診勧奨 

②精密検査受診率の向上 

・電話による受診勧奨 

③喫煙対策の実施 

・喫煙、受動喫煙防止対策の実施 

④がん予防教育の実施 

⑤がん啓発事業の実施 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

①がん検診受診率の向上 

・対象者への個別通知の実施 ７６，２１８人に郵送 

・回覧、広報、イベント、ホームページ、ＳＮＳ等で周知 

・未受診者への受診勧奨  

 「新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業」に係る対象者及び 

 「年度末年齢が２３歳の女性で子宮頸がん検診の未受診者」に対して 

 郵送  ３，８２３人 

・受診率（平成２９年度 地域保健・健康増進事業報告より） 

  胃がん７．２%、肺がん９．９%、大腸がん、７．７% 

子宮頸がん２５．１%、乳がん２１．３% 

②精密検査受診率の向上 

・精密検査未受診者へ電話による受診勧奨を実施 

 受診勧奨対象者（未受診者等）６８６人に対し、電話勧奨１０５５回 

 実施。（電話がつながらない者への再電話含む） 

③喫煙対策の実施 

・受動喫煙防止イベントの実施 

・市内飲食店における「戸田市認定禁煙実施店」の登録 

④がん啓発事業の実施 

 ・健康福祉の杜まつりにおいてがん啓発ブースを設置 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①がん検診受診率の向上 

・対象者への個別通知の実施 

・回覧、広報、イベント、ホームページ、ＳＮＳ等で周知 

・未受診者への受診勧奨 

②精密検査受診率の向上 

③喫煙対策の実施 

④がん啓発事業の実施 

 

 

 ［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・健康増進法の一部を改正する法律の施行に伴い、埼玉県受動喫煙防止対策実

 施施設等認証制度が令和元年６月１日から開始。（埼玉県全面禁煙・空間分

 煙実施施設認証制度は令和元年５月末日をもって廃止。） 

・旧認証制度の認証施設に対し、旧認証制度の廃止と新たな認証制度への申請

 依頼を通知。 

・新たな認証制度について、保健所実施の会議や研修会等を通じ周知を図り、 

 認証施設を増やす。 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  
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(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・全面禁煙実施施設認証施設の増加を図る。 

  ※平成30年に健康増進法が改正されたことに伴い、受動喫煙防止対策が 

  抜本的に見直される。 

・全面禁煙・空間分煙認証施設 

  平成30年度の認証数：3施設 

  平成16年度からの累計数：165施設（全面禁煙） 

                 0施設（空間分煙） 

 ※累計数は蕨市・戸田市のみ。平成30年度から川口市が中核市に移行 

  したため、川口市分は埼玉県健康長寿課の所管となった。 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

令和元年９月末時点 

 埼玉県受動喫煙防止対策実施施設等認証施設 １７施設 

 

・受動喫煙防止対策に積極的に取り組む施設を認証する「埼玉県受動喫煙防止

対策実施施設等認証制度」について周知を図り、認証施設を増やす。 
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３ 精神疾患医療 
                                      

 

目        標 心の健康づくりを図るとともに、精神保健に係る相談体制の整備・充実を図り

ます。また、精神障害者が地域社会の一員として安心して自分らしい生活が 

できるよう、関係機関と連携し、地域生活支援体制づくりを目指します。 

 

主 な 取 組       ・精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化 

・地域生活支援体制の整備 

・ひきこもり対策の推進 

・認知症対策の推進 

 

実 施 主 体       医師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・自殺対策の推進 

  うつ病等に係る学術講演会等の開催 

・認知症対策の推進 

  認知症診療連絡協議会の運営 

認知症に係る学術講演会等の開催（認知症対応力向上研修会など） 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・自殺対策の推進 

  うつ病等に係る学術講演会を開催した。 

・認知症対策の推進 

  認知症診療連絡協議会を運営した。 

  認知症に係る学術講演会等を開催した。 

  埼玉県医師会主催の認知症診療対応力向上研修会に参加した。 

 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・自殺対策の推進 

・認知症対策の推進 

 

 

                                      

［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・うつ病の診療、支援基盤の強化事業への協力 

・認知症疾患医療センターとの連携と協力 

・当医師会学術講演会でうつ病及び認知症等の講演会を開催する。 

・自殺予防のための研修会及び講演会を実施する。 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・認知用サポート医研修会の参加 

・学術講演会の開催 

 「インターネット依存の治療について」 

  講師 独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター 

     院長 樋口 進 先生 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・認知症サポート医研修会への参加 

・認知症疾患医療センターと連携し、研修会への参加 

・医師会にて「さあ始めよう人生会議」上映会開催  

 希望者にはDVDの貸し出しを行う。 

 

 

［川口歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・障害者歯科相談医の登録見直しと研修会開催 

・重度心身障害者を治療するための口腔保健センター設立を川口市に要望 

・認知症対策として、県南在宅医療研究会（川口市医師会）との合同講習会 

 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・川口市心身障害福祉センターわかゆり学園で歯科保健指導研修会を開催 

・障害支援区分認定審査会に歯科医師参加 

 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・川口市心身障害福祉センターわかゆり学園で歯科保健指導研修会を開催 

・障害者歯科相談医の増加(現状３９名) 

・重度心身障害者を治療するための口腔保健センター設立を川口市に要望 

「川口市障害者福祉計画策定委員会」と「川口市社会福祉審議会の障害者

福祉専門分科会」に歯科医師を入れるように要望 

・障害支援区分認定審査会に歯科医師参加 

・埼玉県歯科医師会で開催される障害者歯科研修会への参加 

・認知症サポーター講習受講者の増加（現状３１会員） 

・埼玉県歯科医師会で開催される認知症支援セミナーへの参加 
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 ［川口市長寿支援課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

第７期川口市高齢者福祉計画・介護保険事業計画において、「認知症施策の

推進」として、新オレンジプラン施策に定められた以下の取組を定めている。 

＜主な取組＞ 

（１）認知症への理解を深めるための普及・啓発 

（２）認知症サポーターの活躍の場の充実 

（３）認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供 

（４）認知症初期集中支援チームの利用促進 

（５）認知症の人の介護者への支援 

（６）認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくり 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) 特になし 

(目標とする指標) 特になし 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

（１）認知症への理解を深めるための普及・啓発として「認知症サポーター 

   養成講座」を開催。また、住民、小中学校、民間企業・団体への開催を 

   勧奨し、講師派遣、ＤＶＤの貸出し等を行っている。 

   １０４回、受講者数３，９４８人 

（２）認知症サポーターのうち希望者へ認知症カフェを紹介し、活動の支援を 

   実施 

（３）認知症ケアパス「認知症あんしんガイド」の作成。市内公共機関、医療

   機関等へ配置し、市民への周知を図った。 

（４）認知症初期集中支援チームと認知症地域支援推進員との情報交換会を 

   実施し、対象者、支援内容の説明や連携等について検討を行い、利用 

   促進につながった。支援件数２６件 

（５）地域包括支援センター、認知症高齢者相談所において介護者への相談 

   支援を実施 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

（１）認知症サポーター養成講座の開催。市主催（９月１８日、２月５日） 

   住民、小中学校、民間企業・団体への開催の勧奨、講師派遣、ＤＶＤ 

   貸出しの実施 

   講師を要請するキャラバン・メイト養成研修の開催（１１月２６日） 

   市主催のステップアップ講座の開催（２月１６日） 

（２）認知症サポーターのうち希望者へ認知症カフェを紹介し、活動を支援 

（３）認知症ケアパスの配置箇所を拡大 

（４）認知症地域支援推進員情報交換会に認知症初期集中支援チーム員も参加

   し、支援方法、連携など意見交換を行う。 

（５）地域包括支援センターや認知症高齢者相談所において介護者の相談支援

   を実施 
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［川口市疾病対策課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化 

  精神保健福祉に関する専門相談の実施 

 （医師、心理士、精神保健福祉士、保健師） 

  こころの健康に関する講演会の実施（統合失調症、うつ病、依存症等） 

  家族教室の開催（統合失調症、うつ病） 

  自殺予防対策事業の実施 

 （ゲートキーパー研修、リーフレット等の配布、メンタルヘルスチェック 

  システムの運用等の普及啓発、自殺未遂者支援、自殺対策庁内連絡会議） 

 

・地域生活支援体制の整備 

  ソーシャルクラブの実施 

  支援者の人材育成（研修の開催） 

 

・ひきこもり対策の推進 

  ひきこもり家族の集いの実施 

 市民を対象とした講演会の開催 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) ゲートキーパー研修修了者数 

(目標とする指標) ゲートキーパー研修修了者数 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化 

  精神保健福祉に関する専門相談の実施 年間29回 延べ42件 

  こころの健康に関する講演会の実施  年間４回実施 参加人数315人 

  家族教室の開催  

統合失調症 3日間コース 延べ33人 

うつ病   3日間コース 延べ19人 

  自殺予防対策事業の実施 

ゲートキーパー研修 年間7回 延べ701人 

リーフレット等の配布、メンタルヘルスチェックシステムの運用等の 

普及啓発、自殺未遂者支援、自殺対策庁内連絡会議 

・地域生活支援体制の整備 

   ソーシャルクラブ  年間４７回 延べ263人 

   関係機関研修    年間 2回 延べ62人 

・ひきこもり対策の推進 

   ひきこもり家族の集い 年間12回 延べ108人 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化 

  精神保健福祉に関する専門相談の実施（医師、臨床心理士） 

  こころの健康に関する講演会の実施（統合失調症、うつ病、パニック障害） 

  家族教室の開催（統合失調症、うつ病） 

  自殺予防対策事業の実施（ゲートキーパー研修、リーフレット等の配布、 

  メンタルヘルスチェックシステムの運用等の普及啓発、自殺未遂者支援、 

  自殺対策庁内連絡会議） 
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・地域生活支援体制の整備 

  ソーシャルクラブの実施 

  支援者の人材育成（研修の開催） 

・ひきこもり対策の推進 

  ひきこもり家族の集いの実施 

                                      

［蕨市保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

「わらび健康アップ計画（2018～2022年度）」に基づき、休養・こころの 

健康（自殺対策を含む）を進めていく。 

○障害者福祉サービスの利用にあたっての相談支援体制の充実を図る。 

・こころの健康講座、家族教室の開催 

・自殺対策での、庁内関係課との連携体制を作る。 

・妊娠期からのこころの健康への支援体制の強化 

→産後うつや愛着形成への相談支援 

 発達障害等への支援が必要な親子への相談支援（子の二次障害や親の 

育児ストレス等での精神疾患発症への予防） 

 ・アウトメディアの推進（乳幼児～学童期・思春期） 

→市全体で、テレビやパソコンなどの電子メディアとの接触時間を減らし、 

親子の触れ合いやコミュニケーションの時間を増やす。 

・障害福祉サービス関係課及び相談支援事業所との連携体制を強化する。 

・研修、事例検討等により、対応スキルの向上を図る。 

  関連する指標 (現状を示す指標)ストレスを感じている人の割合 成人６６．５％ 

(目標とする指標)ストレスを感じている人の割合 成人６０．０％ 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

「第２次わらび健康アップ計画」に基づき、こころの健康づくり（自殺対策を

含む）対策をすすめている。平成30年度には蕨市自殺対策計画を策定。具体

的には、一般市民向けに広く開催する講座や個々のケースに応じた相談支援に

より対応している。 

〇平成2７年度から自殺対策として「ゲートキーパー養成講座」を実施し、 

平成30年度までに累計290名が養成講座を受講している。 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

〇妊娠期からのこころの健康への支援体制の強化として、令和元年6月に、子

ども及びその保護者等、または妊娠している方が、子育て支援を円滑に利用で

きるよう、必要な支援を行うことを目的として「蕨市子育て世代包括支援セン

ター（母子保健型）」を設置し、相談事業を開始した。 

 

［戸田市福祉保健センター・障害福祉課・長寿介護課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

① ・こころの健康相談の充実 

② ・福祉や医療機関等の関係機関との連携強化 

③ ・精神障害等に対する正しい知識の普及 

④ ・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの協議 

⑤ ・地域生活支援拠点の検討 

⑥ ・認知症への理解を深めるための知識の普及・啓発の推進と支援体制の整備 
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  関連する指標 (現状を示す指標)こころの健康相談件数 

(目標とする指標)こころの健康相談件数の増加 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

取組をすべて実施し、目標指標を達成した。 

①こころの健康相談を実施した。 

 相談人数：延べ９８１人（前年比＋８４人） 

②個別支援において、随時、関係機関（医療機関・障害者相談支援事業所・生

 活自立相談センター・南部保健所・地域包括支援センター・市役所各課等） 

 と検討し、対応した。 

③こころの健康教育及び講演会を実施した。 

 参加人数：１６０人 

 （内訳：出前講座・依頼健康教育９８人 

       こころの健康講演会 ６２人） 

④令和３年度からの「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」や「地域

 生活支援拠点」の設置に向け、地域自立支援協議会において、協議を開始し 

 た。 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①こころの健康相談の実施 

②個別支援において、随時、関連機関（医療機関・障害者相談支援事業所・生

活自立相談センター・南部保健所・地域包括支援センター・市役所各課等）

と連携し、より個別性の高い支援の実施 

③こころの健康教育及び講演会の実施 

④引き続き、地域自立支援協議会を中心に、令和３年度からの「精神障害にも

対応した地域包括ケアシステム」や「地域生活支援拠点」の設置に向け、協

議を実施する。 

⑤上半期中に、地域生活における相談支援機関の中核的な役割を担う機関とし

て、基幹相談支援センター設置の検討を行う。 

 下半期に「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」や「地域生活支援

 拠点」の設置に向けた具体的な協議を開始する。 

 

 

［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化 

・措置入院者フォロー検討会の開催（１回／月） 

・措置入院者の面接（随時） 

・支援者支援研修の開催（１回／年） 

 

地域生活支援体制の整備 

・精神障害者支援地域協議会代表者会議の開催（１回／年） 

・包括ケアシステムに関する協議の場の開催（１回／年） 

・包括ケアシステムに関する研修会（１回／年） 

・薬物依存症家族のつどい（６回／年） 
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ひきこもり対策の推進 

・ひきこもり専門相談（６回／年） 

・ひきこもり講演会（１回／年） 

 

認知症対策の推進 

・認知症疾患医療連携協議会への参加（2回／年） 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

（精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化） 

・措置入院者フォロー検討会の開催 １０回 

・措置入院者の面接 ５４件 

・支援者支援研修の開催 ２回 参加者２７名 

（地域生活支援体制の整備） 

・精神障害者支援地域協議会代表者会議の開催 １回 参加者３１名 

・包括ケアシステムに関する協議の場の開催 １回 参加者２０名 

・包括ケアシステムに関する研修会 １回 参加者４６名 

・薬物依存症家族のつどい ５回 参加者１１名 

（ひきこもり対策の推進） 

ひきこもり専門相談 ６回 相談件数１０件 

ひきこもり講演会 １回 参加者２８名 

（認知症関連対策の連携強化） 

 認知症疾患医療連携協議会への参加 １回 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

令和元年９月末時点 

（精神保健福祉相談・訪問支援体制の強化） 

・措置入院者フォロー検討会の開催 ５回 

・措置入院者の面接 ２０件 

（地域生活支援体制の整備） 

・精神障害者支援地域協議会代表者会議の開催 １１月２１日開催 

・包括ケアシステムに関する協議の場の開催 １１月２１日開催 

・薬物依存症家族のつどい ３回 参加者７名 

（ひきこもり対策の推進） 

ひきこもり専門相談 ３回 相談件数６件 

（認知症関連対策の連携強化） 

 認知症疾患医療連携協議会への参加 １回 
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４ 感染症対策 
 

目        標 感染症の発生に迅速に対応できるよう関係機関の連携体制の構築を図ります。 

また、感染症に関する情報提供体制や相談体制の充実・強化を図ります。 

 

主 な 取 組       ・感染症に関する検査・相談体制の充実 

・感染症対策に関する研修や訓練の実施 

・感染症対策の体制整備 

 

実 施 主 体       医師会、歯科医師会、薬剤師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・学術講演会の開催 

川口市医師会主催の感染症関連の学術講演会を開催し、専門知識を深める。 

・感染症サーベイランス 

小児科の感染症サーベイランスを実施し、その内容を川口市医師会の 

ホームページに掲載する。 

・埼玉県感染症発生動向調査事業 

 内科、小児科、泌尿器科、産婦人科の指定届出機関を推薦していく。 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・学術講演会を開催 

 川口市医師会主催の感染症関連の学術講演会を開催し専門知識を深めた。 

・感染症サーベイランス 

小児科の感染症サーベイランスを実施し、その内容を川口市医師会の 

ホームページに掲載した。 

・埼玉県感染症発生動向調査事業 

 内科、小児科、泌尿器科、産婦人科の指定届出機関が事業に参画した。 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・感染症対策関連の学術講演会を開催する。 

・小児科の感染症サーベイランスを実施する。 

・埼玉県感染症発生動向調査事業 

 

 

［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・感染症対策に関する研修会の実施 

・感染症発生の際、関係機関との連携体制の強化 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・新型インフルエンザ等の流行の際、関係機関との連携の強化 

・保育園での結核感染者との接触者にツベリクリン検査の実施 

・麻疹等患者発生の際の医療機関への周知と関係機関との連携の強化 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・新型インフルエンザ等の流行の際に、南部保健所及び蕨市保健センター、 

 戸田市福祉保健センターとの連携を強化する。 

・「埼玉県南部保健所感染症診査協議会委員」を推薦する。 

・「感染症」をテーマに学術集会を開催する。 

 

 

［川口歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・パンデミック時の対策本部設置運営訓練と関係機関との連携 

・院内感染予防管理に関する研修会の開催 

・集団歯科健診時の感染予防に対する啓発活動 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・各医院で行った健康診査に基づき、保健所へ結核感染状況の報告推進 

 

 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・川口市保健所長を本会事務所にお迎えして、川口市の感染症の現状を聞く。 

・パンデミック時には早急に本会に情報を流すように要望 

・各医院で行った健康診査に基づき、保健所へ結核感染状況の報告推進 

 

 

［蕨戸田歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・感染症に関する検査・相談体制の充実 

・感染症対策に関する研修や訓練の実施 

・感染症対策の体制整備 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・平成30年6月埼玉県歯科医師会主催「医療安全講習会」の周知 

・平成30年7月「院内感染防止対策研修会」の開催 

・平成31年1月蕨戸田歯科医師会健康診断 
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 ・平成31年1月蕨戸田歯科医師会健康診断 

・平成31年1月本歯科医師会主催「平成30年度歯科医療関係者感染症予防 

 講習会」の周知 

・インフルエンザワクチン接種の補助 

・針刺し、切創事故発生後の対応確認と事故報告書の作成及び、感染症対策 

 マニュアル作成については取組が不足している。 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・医療従事者の予防接種実施の推進 

・医療従事者の健康診断実施の推進 

・感染症対策講習会参加の推進 

・感染症対策マニュアル作成 

・感染汚染物質の専門処理業者への廃棄の委託の周知 

 

 

［川口薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・感染症に関する学術講演会の実施、開催 

・かぜ予防の啓発 

・薬局ＤＯＴＳの実施 

・感染症発生の際の関係機関との連携強化及び情報伝達体制強化 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・学術講演会の開催 

 平成３０年１１月１３日「結核の疫学、診断及び治療」 

・かぜ予防の啓発ポスターの掲示 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・学術講演会の開催 ２回実施予定 

・薬局ＤＯＴＳ実施の委託契約を川口市保健所と締結 

・感染症発生時の関係機関との連携及び情報伝達体制強化 

 

                                          

［蕨市地域薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・薬剤師会、他団体による感染症対策に関する研修会の参加 

・手洗い及び手指消毒のための設備や備品を整備し、調剤前後に必ず手指の 

消毒をする。 

・分包機などの医療機器に関して、適切な清掃を定期的に行う。 

・抗菌薬の適正使用、薬剤耐性菌に対する感染症対策などを踏まえて、AMR 

対策に取り組む。 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) 
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(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

３師会、他団体による感染症に関する研修会への参加 

 

 

自己評価 Ｃ：ほとんど目標が達成できなかった 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

店頭での抗菌薬の適正使用についての指示など引続きＡＭＲ対策に取り組む。 

 

 

 

［戸田市薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

相談体制の充実 

・ 薬局窓口における相談体制の強化 

体制整備 

・ 流行やパンデミックの監視体制の構築 

・ 医薬品の流通及び備蓄体制の構築 

・ 関係各機関との連携、情報交換体制の構築 

・ 夜間休日対応の会営薬局の開設 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・学校薬剤師による、感染症発生状況の情報交換 

 

 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・感染症対応のための研修会の実施 

・学校薬剤師による感染症発生状況の情報交換体制の構築 

・会営薬局開設の検討 

 

 
［川口市疾病対策課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

①感染症・感染症発生動向調査 

・ＨＩＶ、性感染症検査 

・感染症発生訓練の実施 

②結核 ・ＤＯＴＳ事業 

・接触者健診、管理検診の実施 

・結核予防費助成事業 

③肝炎 ・肝炎治療費助成事業（県への進達業務） 

・肝がん、重度肝硬変治療研究促進事業（県への進達業務） 

・肝炎重症化予防事業 

④普及啓発 

  関連する指標 (現状を示す指標)  結核罹患率17.2   DOTS実施率100％ 

(目標とする指標)  結核罹患率12.3（国）DOTS実施率95％以上 
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年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

①感染症 

・感染症発生動向調査（全数報告312件、定点報告12,740件） 

・HIV、性感染症検査 

①通常検査：月1回（HIV196人、梅毒191人、クラミジア192人、 

      B型肝炎192人、C型肝炎192人） 

②休日即日検査：年2回（HIV・梅毒103人） 

・感染症発生訓練（マスクフィットテスト実技、防護服着脱訓練、DIFフード 

        着脱実技各1回実施） 

②結核 

・ＤＯＴＳ事業（新登録結核患者数1５９人※潜在性結核感染症含む。 

 DOTS実施100％、DOTSカンファレンス24回） 

・結核接触者健診（延べ601人） 

・結核管理検診（延べ418人） 

③肝炎 

・肝炎治療費助成事業：県への進達業務（新規146件、更新298件） 

・肝炎重症化予防事業（フォローアップ通知数38人、再送15人） 

④普及啓発 

HIV検査普及週間、世界エイズデー（ティッシュ各3,000個配布） 

 結核予防週間（ボールペン500本配布） 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①感染症 

・感染症発生動向調査（通年） 

・ＨＩＶ、性感染症検査 

  通常検査：毎月１回実施（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎） 

  休日即日検査：年2回実施（ＨＩＶ、梅毒）  

・感染症発生訓練の実施（年2回） 

②結核 

・ＤＯＴＳ事業、薬局DOTS推進（通年） 

・接触者健診、管理検診の実施（通年） 

・外国人支援（胸部レントゲン検査実施） 

③肝炎対策事業 

・肝炎治療費助成事業（通年） 

・肝がん、重度肝硬変治療研究促進事業（通年） 

・肝炎重症化予防事業（通年） 

④普及啓発 

・HIV検査普及週間、世界エイズデー（6月、12月） 

 ・結核予防週間（9月） 

                                        

［蕨市保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

新型インフルエンザ等が発生した場合に、限られた人員の中で、市民生活に 

必要な行政サービスを継続して提供していくために、優先業務を事前に定め 

滞りなく業務が遂行できるように「蕨市業務継続計画＜新型インフルエンザ等

編＞」を策定 

 

・平成３０年１１月 蕨市新型インフルエンザ講演会を職員対象に実施 
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  関連する指標 (現状を示す指標) 

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・他機関主催の研修会への参加 

・蕨市新型インフルエンザ講演会を職員対象に実施し、４２名が参加 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・他機関主催の研修会への参加 

 

 

     

［戸田市立市民医療センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

①感染症対策に関する研修や訓練の実施 

 ・新型インフルエンザ等対策訓練実施 

②感染症対策の体制整備 

 ・緊急連絡網の整備（メーリングリスト更新） 

 ・新型インフルエンザ等の対策の強化 

 ・庁内会議の開催 

 ・市のＨＰ・広報・ツイッター・フェイスブック等 

 ・小中学校、保育園等への周知 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

①感染症対策に関する研修や訓練の実施 

・新型インフルエンザ等対策訓練実施  

平成３０年１１月９日、平成３０年１１月１３日 

②感染症対策の体制整備 

・緊急連絡網の整備（メーリングリスト更新） 

・新型インフルエンザ等の対策の強化 

・庁内会議の開催 平成３１年２月１４日 

・市のＨＰ・広報・ツイッター・フェイスブック等 

・小中学校、保育園等への周知 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①感染症対策に関する研修や訓練の実施 

・新型インフルエンザ等対策訓練実施 

②感染症対策の体制整備 

・緊急連絡網の整備（メーリングリスト更新） 

・新型インフルエンザ等の対策の強化 

・庁内会議の開催 

・市のＨＰ・広報・ツイッター・フェイスブック等 

・小中学校、保育園等への周知 
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［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

感染症に関する検査・相談体制の充実 

 ・性感染症の検査の実施（HIV、梅毒、クラミジア、B型肝炎、C型肝炎） 

  １回／月  

 ・HIV即日検査の実施 １回／月 

 ・感染症に関する相談 随時 

感染症対策に関する研修や訓練の実施  

 ・管内感染症担当者連携会議 １～２回／年 

 ・防護服着脱訓練 １回／年 

 ・感染症研修会  １回／年 

感染症対策の体制整備 

  ・管内感染症担当者会議 年１回 

・管内市担当者緊急連絡網の更新 １回／年 

・感染症発生時の連絡訓練  １回／年（国、県、保健所、医療機関）  

  （毎年11月頃） 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

（感染症に関する検査・相談体制の充実） 

・性感染症検査 HIV 検査  ２２９件（再掲：即日検査 １０５件） 

        梅毒検査  １２４件    クラミジア  １２２件 

        B 型肝炎   ８２件    C 型肝炎   ８３件 

・感染症に関する相談  １１４件 

（感染症対策に関する研修や訓練の実施） 

・感染症研修会 ８月２９日（保育所職員対象に標準予防策について実施） 

・管内感染症担当者連携会議 ２月４日実施（新型インフルエンザ対応） 

・防護服着脱訓練      ２月７日実施 

（感染症対策の体制整備） 

・管内感染症担当者会議   ６月２０日実施（連絡網の作成） 

・感染症発生時の連絡訓練  １１月９日実施（管内関係病院・県担当） 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

（感染症に関する検査・相談体制の充実） 

・性感染症の検査の実施（HIV、梅毒、クラミジア、B型肝炎、C型肝炎） 

 １回／月  

・HIV即日検査の実施 １回／月 

・感染症に関する相談 随時 

（感染症対策に関する研修や訓練の実施） 

・管内感染症担当者連携会議 １回（新型インフルエンザ対応を主に実施） 

・防護服着脱訓練 １回（所内職員、関係機関職員対象に実施） 

・感染症研修会 ２回（10月25日、10月30日実施 

（感染症対策の体制整備） 

・管内感染症担当者会議 １回（10月8日実施） 

・感染症発生時の連絡訓練（国、県、保健所、医療機関）１回 

 （11月8日実施） 
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５ 災害時医療 
 

目        標 大規模災害が発生した場合には、限られた医療資源を最大限有効に活用し、 

発災後の時間経過に応じた適切な医療を提供します。 

そのため、平常時から災害を念頭に置いた関係機関や団体との連携体制を 

構築します。 

 

主 な 取 組       ・災害時対応マニュアル等の策定 

・災害時医療に関する研修や訓練の実施 

・災害時医療連携体制の強化 

・地域災害保健医療対策会議等の開催 

・災害時における保健衛生活動体制の整備 

・事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

 

実 施 主 体       医師会、歯科医師会、薬剤師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・健康危機管理体制の充実、強化 

・各種勉強会の開催、参加 

・川口市主催の防災訓練に参加 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・災害医療郡市担当理事会 

 平成３０年１０月２５日 県医師会 

・JMAT研修 

 平成３１年３月１７日 県民健康センター 

・川口市主催の防災訓練 

 平成３０年１１月４日 幸並中学校 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・健康危機管理体制の充実、強化 

・各種勉強会の開催、参加 

・川口市主催の防災訓練に参加 

 

                                         

［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・戸田市平日夜間、休日急患診療所に非常用発電機を設置し、大規模災害時 

の拠点とする。 

・災害時の初期救急医療班を構築し訓練を実施し、実際に活動できるように 

する。 

・蕨市、戸田市、保健所、消防等の関係機関と災害時の救急医療体制を協議 

する。 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・各医療機関に災害時の初期救急医療に関してのアンケートを実施し、医療 

班構築を検討する。 

・蕨市、戸田市及び各消防と災害時医療体制の協議 

・県医師会JMAT研修会への参加 

・蕨市総合防災演習への参加 トリアージの訓練 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・災害医療対応研修会を実施する。 

・防災無線を再整備する。 

・戸田中央総合病院の大規模災害時の訓練に参加する。 

・蕨市、戸田市、南部保健所、消防等の関係機関と災害時の救急医療体制を 

 協議し及び研修会等に参加する。 

 

 

［川口歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・災害時連絡手段の一つ携帯電話一斉メール配信システム「ｅメッセージ」の

充実 

・川口市総合防災訓練への参加、医療救護及び身元確認訓練 

特に医療救護は、災害コーディネーターの医科の先生方との連携 

・災害時歯科医療に関する研修会の開催 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・携帯電話一斉メール配信システムの機能強化を図るため「ｅメッセージ・ラ

イト」から「ｅメッセージ・プロＷ」へのシステム変更を行う。 

・川口市総合防災訓練への参加、医療救護及び身元確認訓練の実施 

・埼玉県防災連絡協議会への参加 

  講演会：災害時の歯科保健医療体制、その実際と課題 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・携帯電話一斉メール配信システム「ｅメッセージ」を周知して、登録会員数

を増やす。 

・川口市総合防災訓練への参加、医療救護及び身元確認訓練の実施 

・埼玉県防災連絡協議会への参加 

 

 
［蕨戸田歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・災害時歯科活動マニュアルを作成し全会員に配布及び内容の周知 

・災害時安否確認システムを構築し、各医療機関の被害状況の把握及び 

 診療可能かどうかの確認 

・安否確認システムを利用しての訓練の実施 

・年１回の県警、歯科医師会、医師会、消防、行政等参加の防災訓練 

・歯科医療救護活動訓練の実施 



- 32 - 

 

・歯科医療救護活動のための必要備品の備蓄 

・蕨市及び戸田市との歯科医療救護活動に関する協定の締結 

・災害時歯科医療のための講習会及び実習の実施 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・平成30年8月安否確認システム訓練の実施 

・平成30年8月防災連絡協議会出席 

・平成30年9月災害時安否確認システム登録の周知 

・災害時歯科医療備蓄 

・災害歯科保健医療の展開に向けて、関係機関や関係団体との連携をさらに 

 深めていく必要がある。 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・関係機関、団体（保健所、市町、医師会、薬剤師会、医療機関等）と 

「顔の見える関係」を形成し情報収集、共有体制を整備する。 

・埼歯災害時安否確認システムの参加会員を増やす。 

・災害時歯科医療備蓄品の確認と整備 

・戸田市防災基本条例検討市民会議への参加 

 

                                          

［川口薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・災害時医療に関する研修の実施 

・災害対応に関する研修の実施 

・災害時医療連携体制の強化 

・薬剤師会に災害対策委員会を新設 

・川口市と「災害時の医療救護活動に関する協定書」を締結 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・災害対応に関する研修の開催 

  平成３１年３月１０日「埼玉県防災学習センター見学会」 

 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・薬剤師会の災害対策委員会で企画し、「災害時医療に関する研修」「災害 

 対応に関する研修」を実施 

・川口市と締結した「災害時の医療救護活動に関する協定書」に則り、具体策

 を企画する。 

・関係機関との連携、情報伝達の体制強化 
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［蕨市地域薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・災害時医療に関する研修会への参加 

・災害時、被災地への派遣 

・災害時対応マニュアル等の策定 

・災害時医療連携の体制の強化 

・BCPの策定 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

県薬剤師会が、平成３１年４月に災害対策委員会を設置 

①災害における薬剤師の被災者支援、特に医薬品の供給・相談 

②蕨市と、災害時の協定を協議する。 

 ③薬剤師の、災害リーダーの養成・研修会への参加 

 

自己評価 Ｃ：ほとんど達成できなかった 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

①蕨市と災害時における協定の内容について引続き協議する。 

 

 

                                         

［戸田市薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

発災直後から急性期にかけて地域防災計画と連動して行動する仕組の構築 

 ・被災時を想定した連絡網の作成 

 ・戸田市防災課、医療センターとの連携 

 ・協定の再定義 

 ・受援体制の確立と役割分担 

 ・災害時拠点、備蓄センターを兼ねた会営薬局の開設 

薬局間で連携を取り、相互に補完しながら早期に通常業務を再開できるように

する仕組みの構築 

 ・会員薬局への事業継続計画（ＢＣＰ）の策定の支援 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・緊急時連絡網の作成と稼働テスト 

・災害拠点薬局の設置 

・戸田市防災課との情報交換 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・緊急時連絡網の稼働 

・災害時の役割分担の具体化 

・情報収集体制の整備 

・災害拠点薬局（仮称）の整備 

・「災害時活動マニュアル」の作成及び会員への周知 

・防災用品の確保 

・会営薬局開設の検討 
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［川口市保健総務課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・地域防災計画や協定等に基づく具体的な連携強化 

例：医療救護初動マニュアルの作成 

 

・２次保健医療圏ごとに開催される地域災害保健医療対策会議及び地域災害 

 保健医療調整会議への参加 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・業務継続計画（ＢＣＰ）の見直しを検討した。 

・保健所内各課で災害時に必要な備品の検討と購入を進めた。  

・平成３０年９月６日に発生した北海道胆振東部地震へ保健師と調整員を派遣 

 した。平成３１年２月に行った保健所内の災害研修で報告会を実施し、派遣

 時に得た支援のノウハウを共有した。 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・埼玉県南部保健医療圏・地域災害保健医療調整会議（平時版）への参加 

・令和元年度内に保健所内で災害時危機管理研修会を開催 

・災害時の医療本部体制を検討。本部内の班ごとにアクションカードを作成す 

るとともに、発災から１ヶ月までの災害対応スケジュールを検討 

・医師会、歯科医師会、薬剤師会に加え、看護協会や医薬品卸業協会と災害時

の協力体制について協議 

・防災関連備品の検討 

・９月に県と市保健所による合同訓練を実施 

・９月に医師会、川口市立医療センター、市保健所と共同で防災訓練を実施 

 

                                        

［蕨市保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

平成２６年度策定の「蕨市地域防災計画」に基づき、研修会への参加や所内の

訓練の実施 

 

 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

〇市主催の防災訓練への参加 

 

 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

〇市主催の防災訓練への参加 

〇「蕨市職員災害時初動マニュアル」での研修の実施 
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［戸田市立市民医療センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・関係機関と協議を行い、現行の災害時対応マニュアル等の見直しを行う。 

・保健所等が実施する災害時医療に関する研修や訓練に積極的に参加すると 

 ともに、関係機関による訓練を実施する。 

・災害時医療体制の整備のため、関係機関による会議を必要時開催する。 

・関係機関と協議を行い、災害時における保健衛生活動体制を整備する。 

・医薬材料、保存食等を備蓄する。 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・医師会、薬剤師会等の関係機関と協議を行った。 

・災害時医療に関する研修や訓練に参加し、関係機関との連携推進及び職員の

対応能力の向上を図った。 

・市民医療センターの事業継続計画（ＢＣＰ）を策定した。 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・関係機関と引き続き協議を行う。 

・災害時医療に関する研修や訓練に参加し、関係機関との連携推進及び職員 

の対応能力の向上を図る。 

・災害備蓄品の検討を行う。 

 

 

［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・地域災害保健医療調整会議の設置   

  平成３１年度～  

・南部保健所所内体制整備（健康危機管理マニュアルの更新、備蓄物品・ 

 防災無線等の整備、職員訓練の実施）  

  平成３０年度～ 継続 

・健康危機管理研修（感染症対策等を含む）の実施  

  平成３０年度～ 継続 

・EMIS（広域災害救急医療情報システム）入力訓練の実施  

  平成３０年度～ 継続 

・管内市をはじめとする関係機関主催の会議、研修等への参加及び協力  

  平成３０年度～ 継続 

 ・医療機関向けBCP（業務継続計画）策定支援研修  

  平成３０年度～ 

・医療機関向け医療安全研修（防火、防災等を含む）  

  平成３０年度～ 継続 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・地域災害保健医療調整会議の設置 

  平成３１年３月 南部地域保健医療圏・地域災害保健医療調整会議 
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 ・所内職員対象の災害用機材使用等の訓練 

  平成３０年５月、６月、１１月 

・健康危機管理訓練の実施 

  平成３０年１１月２０日 

・ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）入力訓練の実施 

  年４回実施（医療整備課） 

・管内市をはじめとする関係機関主催の会議、研修等への参加及び協力 

  平成３０年６月２２日 蕨・戸田地区保健医療協議会への参加 

・医療機関向けＢＣＰ（業務継続計画）策定支援研修 

  平成３０年６月１３日 

  「災害時における病院ＢＣＰ（業務継続計画）について」 

  平成３０年１１月８日 

  「病院ＢＣＰ策定支援研修会」 

・医療機関向け医療安全研修 

  平成３０年１１月２日 

  「医療機関等における夜間の防火管理体制」 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・地域災害保健医療調整会議の設置 

  令和元年５月２０日  

  第１回南部地域保健医療圏・地域災害保健医療調整会議 

・所内職員対象の災害用機材使用等の訓練 

  令和元年９月 

・健康危機管理訓練の実施 

  令和元年１１月２５日 

  「南部・春日部・狭山保健所合同健康危機管理訓練」 

  令和元年１２月１９日 

  「令和元年度健康危機管理研修」 

・ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）入力訓練の実施 

  年４回実施予定（医療整備課） 

・管内市をはじめとする関係機関主催の会議、研修等への参加及び協力 

  令和元年７月２２日 蕨・戸田地区保健医療協議会への参加 

・医療機関向けＢＣＰ（業務継続計画）策定支援研修 

  令和元年１１月１９日 

  「病院ＢＣＰ（業務継続計画）策定支援研修会」 

・医療機関向け医療安全研修 
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６ 在宅医療の推進 
 

目        標 在宅での療養を希望する患者が、住み慣れた地域で必要な医療を受けるため 

⑴在宅療養に向けた退院支援  ⑵日常の療養生活の支援  ⑶急変時の対応 

⑷患者が望む場所での看取りを目指し、地域における医療や介護の多職種連携

を図りながら、２４時間体制で在宅医療が提供される体制を構築します。 

 

主 な 取 組       ・地域における退院支援の充実 

・在宅医療に関する各種情報の公表・提供 

・多職種連携による患者・家族支援の推進 

・医療・介護関係者の研修会の開催 

・在宅医療・介護に関する相談の充実 

・地域住民への普及啓発 

 

実 施 主 体       医師会、歯科医師会、薬剤師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・在宅医療の推進 

 在宅医療部会における講演会の実施 

県南在宅医療研究会の開催（介護事業者、ヘルパー等との連携方策、 

勉強会等の実施） 

・川口市在宅医療サポートセンターの運営 

 地域の方々が住み慣れた地域で安心して在宅医療が受けられるよう、 

 在宅医療・療養に関する相談に対応し、在宅医療の連携拠点としてさら 

 なる充実を図る。 

・川口脳卒中地域連携研究会、県南在宅医療研究会（がん患者等）、認知症

 診療連絡協議会を「川口地域包括ケア連絡協議会」として統合し、患者に

 とって切れ目のない医療・介護サービスの充実を図る。 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・在宅医療部会を開催した。 

  平成３０年６月２８日 リリア 

・県南在宅医療研究会を開催した。 

  平成３０年７月１９日 フレンディア 

  平成３１年２月１４日 フレンディア 

・川口市在宅医療サポートセンターを運営し、後方支援ベッドの管理や、 

ケアマネジャー等からの相談に迅速に対応した。 

・川口脳卒中地域連携研究会を開催した。 

  平成３１年２月１２日 フレンディア 

・認知症診療連絡協議会を開催した。 

  平成３０年１１月６日 フレンディア 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 



- 38 - 

 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・在宅医療の推進 

 在宅医療部会における講演会の実施 

 県南在宅医療研究会の開催（多職種の連携強化） 

・川口市在宅医療サポートセンターの運営 

 後方支援ベッドの管理や、ケアマネージャー等からの相談に対応する。 

                                         

［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・当医師会の訪問看護ステーションと周辺の訪問看護ステーションの連携 

 の推進 

・県南在宅研究会に参加し、在宅医療活動を行っていく。 

・蕨、戸田市地区介護保険施設と医療機関との連携の推進 

 多職種連携の研修会、交流会の実施 

・在宅医療の提携と連携に関する実態調査への協力 

・県医師会在宅医療研修会への参加 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・在宅医療拠点、窓口事業 

  医療・介護の相談 

  往診医の登録・リスト化 

  在宅療養支援ベッドの確保‥５箇所の協力病院が輪番で対応 

・ＩＣＴによる医療、介護連携の推進 

・多職種連携の会の開催 

・在宅医療・介護連携推進事業研修会（県のコーディネーター研修）に参加 

・有床医療機関・包括支援センターへの啓発活動 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・蕨戸田市歯科医師会と「Ⅿ＆Ⅾ」研究会共催 

・蕨戸田歯科医師会主催の講習会への参加 

・嚥下・摂食のチーム「おかわりの会」公開研修会への共催 

 

 
［川口歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・川口歯科医師会内に在宅歯科医療研究会を開設 

 在宅歯科医療推進委員会へ変更 

・かかりつけ歯科医の在宅歯科医療への推進 

・医師会在宅医療研究会との連携 

・介護医療関係機関とのネットワークシステムの構築 

・歯科医師会内部での講習会開催 

・関連機関との研修会開催 

・市民公開講座の開催 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 
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年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・在宅歯科医療推進拠点窓口(川口訪問歯科センター)の充実 

・歯科衛生士向け講演会「ベットサイドの口腔ケア」を開催  

・川口市地域包括ケア会議への参加 

・在宅歯科医療のリーフレット作成 

・包括支援センターとの連携強化 

・MCS(メディカルケアステーション)の活用 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・在宅歯科医療推進拠点窓口(川口訪問歯科センター)の充実 

・歯科衛生士向け講演会「ベットサイドの口腔ケア」を開催  

・川口市地域包括ケア会議への参加 

・包括支援センターとの連携強化 

・MCS(メディカルケアステーション)の活用 

 

                                        

［蕨戸田歯科医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・埼玉県歯科医師会開設の｢在宅歯科医療連携推進窓口｣連携による供給の 

 拡大を図る。 

 それに対しポスター及びパンフレットを用いて啓発を行う。 

・地域連携の方法の一つとして、ＭＣＳを有効利用していく。 

・在宅歯科診療を行う歯科医院増加のための一助として、訪問歯科診療に 

 必要な装備の充実を図る。 

・必要不可欠な、そしてより安全な在宅歯科診療を行うために、該当研修会

 への参加による歯科医師のスキルアップを図る。 

・歯科医師会として、在宅療養支援診療所に協力できる体制の構築を行って

 いくことに関する情報の収集を行い、該当チームづくりを行う。 

・地域包括ケア会議に積極的に参加し、蕨市・戸田市における包括ケアの 

 必要性を多職種で考えていくよう努力する。 

  関連する指標 (現状を示す指標)   

窓口受電からの訪問歯科診療 ２８件 

戸田リハ病院アセスメントからの訪問歯科診療 １５４件 

中島病院アセスメントからの訪問歯科診療  ５件 

(目標とする指標)  

窓口受電からの訪問歯科診療 ３０件 

戸田リハ病院アセスメントからの訪問歯科診療 １００件(現状維持) 

中島病院アセスメントからの訪問歯科診療 １０件 
年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・埼玉県歯科医師会開設の｢在宅歯科医療連携推進窓口｣連携による供給の拡

大を図った。それに対しポスター及びパンフレットを用いて啓発を行った。 

・地域連携の方法の一つとして、MCSの利用が増加した。 

・在宅歯科診療を行う歯科医院増加のための一助として、訪問歯科診療に必

要な装備の購入を行った。 

・より良質な在宅歯科診療を行うために、研修会の開催、学会参加による歯

科医師のスキルアップを図った。 

・病院における拠点DHのアセスメント拡大のための啓発を行った。 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 
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年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・埼玉県歯科医師会拠点事業の｢在宅歯科医療連携推進窓口｣連携による供給

の拡大を図る。 

・｢在宅歯科医療連携推進窓口｣のポスター及びパンフレットを用いて啓発を

行う。 

・地域連携の方法の一つとして、さらにMCSの利用を増やす。 

・在宅歯科医療に必要な装備のさらなる充実を図る。 

・より良質な在宅歯科診療を行うために、研修会の開催、学会参加による歯

科医師のスキルアップを図る。 

・病院における拠点DHのアセスメント拡大のための啓発を行なう。 

 

 

［川口薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・在宅医療に関する研修会の開催 

・在宅医療に関する情報の公表、提供 

・多職種連携構築目的の研修会の開催 

・地域包括ケアシステム構築への協力 

・地域住民への啓発活動（公開講習会の開催） 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・疾病の病態、診断、治療に関する研修会の開催 計６回 

  平成３０年５月１７日、６月５日、６月２１日、９月１３日 

  平成３１年２月１２日、３月１４日 

・在宅支援薬局リスト 平成３０年版を各機関へ配布 

・公開講習会の開催 

  平成３０年６月１６日、１１月１７日 

・地域ケア会議への講師派遣 

  平成３１年２月１３日、３月１５日 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・学術講演会の開催 １０回実施予定 

・在宅支援薬局リストの更改、関係機関へ配布 

・公開講習会の開催 ２回実施予定 

・地域ケア会議への講師派遣 

 

 
［蕨市地域薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・在宅医療研修会への参加 

・多職種における研修会への参加 

・在宅を行える薬局の充実化 

・地域包括支援センター運営協議会への参加 

・地域包括ケアシステムへの参加 

・MCSへの参加 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・多職種連携の会参加 

・埼玉県薬剤師会在宅関連の研修会参加 

・日本緩和医療薬学会参加 

・蕨市地域包括支援センター運営協議会参加 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・在宅医療研修会への参加 

・多職種における研修会への参加 

・在宅を行える薬局の充実化 

・地域包括支援センター運営協議会への参加 

・地域包括ケアシステムへの参加 

・MCSへの参加 

 

                                         

［戸田市薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

在宅調剤応需薬局数の充足 

 ・在宅担当薬剤師情報交換会の実施 

 ・在宅関連研修の実施 

 ・薬局向け相談窓口の設置 

 ・多職種向け窓口の設置 

地域包括ケアシステムへの参加 

 ・地域包括ケアシステム推進会議への参加 

 ・地域包括ケアセンター、蕨戸田在宅医療支援センターとの連携 

 ・市民相談窓口の設置 

在宅医療支援体制の強化 

・無菌調剤室を備えた会営薬局の開設 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・在宅担当薬剤師情報交換会１回 

・在宅関連研修の実施１回 

・地域包括ケア会議への参加 

・地域包括支援センターとの情報交換 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・在宅担当薬剤師情報交換会の実施 

・在宅関連研修の実施 

・地域包括ケア会議への参加 

・市民相談窓口の設置 

・会営薬局開設の検討 
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［川口市長寿支援課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

第７期川口市高齢者福祉計画・介護保険事業計画において、「在宅医療・ 

介護連携の推進」として、医療と介護の両方を必要とする高齢者が、住み 

慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、在宅医療と介護

を一体的に利用できるようにするため、令和２年度までに次の取組を実施し

、関係者の連携と支援体制整備を進めるよう定めている。 

（１）地域包括ケア連絡協議会による課題の検討 

（２）ICTによる医療・介護関係者間の情報連携の推進 

（３）在宅医療サポートセンターによる相談支援 

（４）在宅医療・介護関係者の研修 

 

  関連する指標 (現状を示す指標) 特になし 

(目標とする指標) 特になし 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

（１）地域包括ケア連絡協議会幹事会を開催し、医療と介護の連携について 

   協議を行った。（３回開催） 

（２）医療介護専用ＳＮＳ「メディカルケアステーション」の利用促進に向 

   け、ケアマネジャーに対し講習会を開催した。（１回開催） 

（３）平成３０年４月より在宅医療連携拠点業務の実施主体が市に移管され 

   た。川口市医師会へ委託し在宅療養患者の支援、相談業務を実施して 

   いる。 

（４）南部保健所・蕨市・戸田市との共催で開催。 

  「在宅医療講演会」（平成３１年１月２４日 川口市立西公民館） 

  「多職種連携の会」 

  （平成３０年１０月１２日 戸田市上戸田地域交流センター） 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

（１）地域包括ケア連絡協議会幹事会の開催。医療・介護の連携、医療介護 

   専用ＳＮＳ「メディカルケアステーション」の普及等について検討。 

   （６月２７日、９月２６日、１月２３日） 

（２）ケアマネジャーに対し医療介護専用ＳＮＳ「メディカルケアステーシ 

   ョン」の利用方法を説明する。 

   （１０月１５日実施、今年度９回） 

（３）川口市在宅医療サポートセンターの機能、支援内容を地域包括支援 

   センター、ケアマネジャー等に周知し、利用促進に努める。 

（４）南部保健所・蕨市・戸田市との共催で開催。 

  「在宅医療講演会」（１１月１２日 戸田市上戸田地域交流センター） 

  「多職種連携の会」（２月６日） 

 

 
［蕨市介護保険室］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・医師会、歯科医師会、薬剤師会や介護保険事業者等、在宅医療と介護に 

 携わる関係者が参加する会議を開催し、在宅医療・介護連携の現状と課題

を抽出しその対応策等の検討を行う。 

・在宅医療・介護関係者からの相談窓口である蕨戸田市在宅医療支援 

 センターの運営を蕨戸田市医師会へ委託し、医療・介護関係者からの相談
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の受付及び情報提供並びに関係者間の連携支援を行う。 

・医療・介護関係職種を対象とした多職種研修会を行い、在宅医療と介護の

連携について理解を深めるとともに、地域で高齢者支援に携わる専門職 

 同士の顔の見える関係づくりが進むよう支援していく。 

・在宅での看取りや在宅医療・介護サービスに関する市民向けの講習会等を

 実施し、普及啓発に努めていく。 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・南部保健所、川口市、戸田市と共催で、「多職種連携の会」及び「在宅医 

 療講演会」を開催。摂食嚥下をテーマとした講演やグループワーク、看取 

 りに関する講演を行った。 

・戸田市及び地域の医療、介護関係者と開催している「医療・介護連携ネッ 

 トワーク会議」においては、在宅医療連携拠点事業やＭＣＳの現状と課題 

 などについて協議した。 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・多職種連携の会（２月６日） 

・在宅医療講演会 

  １１月１２日 上戸田地域交流センター 

  講師：医療法人財団啓明会 中島病院 中島昌人院長 

・医療、介護連携ネットワーク会議 

                                        

［戸田市長寿介護課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

在宅医療・介護連携推進事業における（ア）～（ク）の8項目の事業に 

取り組みながら、医療・介護関係者間の顔の見える関係づくりを進める。 

（ア）市内医療機関・介護保険事業所情報のリスト化 

（イ）医療・介護連携ネットワーク会議の開催 

（ウ）在宅療養支援ベッドの確保。往診医や患者情報の登録 

（エ）ICTシステム（メディカルケアステーション（MCS））の利用促進 

（オ）蕨戸田市在宅医療支援センターとの連携強化 

（カ）医療・介護関係者の研修会の開催（保健所・川口市・蕨市共催） 

（キ）市民向け講演会の開催（保健所・川口市・蕨市共催） 

（ク）二次医療圏域での情報共有。研修・講演会の共同開催 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・市内で在宅医療を担う機関のリストとマップを更新し（「医療機能情報 

 提供システム」より抽出）市のホームページに公開した。 

・平成３０年12月及び平成３１年２月に蕨市と合同で、「医療・介護連携 

 ネットワーク会議」を２回開催し、在宅医療と介護について情報共有、 

 課題抽出及び対応策の検討に加え、MCS（メディカルケアステーション） 

 の運営状況及び課題について検討を行った。 

・蕨戸田市在宅医療支援センターと連携しながら、在宅療養支援ベッドの 

 確保等に取り組んでいる。 

・南部保健所、川口市、蕨市との共催により、医療介護関係者向けの 

 「多職種連携の会」（テーマ：摂食嚥下連絡票の活用（講演＋グループ 
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 ワーク））を１０月に開催した。 

・南部保健所、川口市、蕨市との共催により、市民向けの在宅医療講演会 

（テーマ：杉浦医院院長による「住み慣れた地域で安らかに人生をまっとう

するには」）を1月に開催した。 

・市内の医療機関と介護施設の懇談会を６月に開催し、双方の顔の見える 

 関係づくりを進めた。 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・年度末に市内で在宅医療を担う機関のリストとマップを更新し、市のホー

ムページにおいて公開する（作成に当たっては、「医療機能情報提供シス

テム」を活用する） 

・蕨市と合同で、「医療・介護連携ネットワーク会議」を２回開催し、在宅

医療と介護について情報共有及び課題抽出等を行う予定 

・蕨戸田市在宅医療支援センターを中心に、在宅療養支援ベッドの確保等に

取り組んでいく 

・南部保健所、川口市、蕨市との共催により、市民向けの在宅医療講演会を

開催する 

・南部保健所、川口市、蕨市との共催により、医療介護関係者向けの「多職

種連携の会」を開催する 

 

                                        

［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・多職種連携による患者・家族支援の推進 

南部保健医療圏（埼玉県南部保健所・川口市保健所所管区域）難病対策 

地域協議会の設置（平成30年11月1日設置） 

・医療・介護関係者の研修会の開催 

・南部地域保健医療・地域医療構想協議会在宅医療部会の開催 

・多職種連携の会 関係職員及び専門職向け研修会 

・市民向け在宅医療講演会 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・南部保健医療圏難病患者等地域支援連絡会 

 （平成3０年１２月２２日 行政機関職員 １９名出席） 

・南部保健医療圏難病対策地域協議会 

 （平成3１年３月７日 委員２４名出席） 

・医療・介護関係者の研修会 

 難病相談支援者支援研修会（平成3１年２月１５日 ２２名出席） 

 「地域で支える難病患者の摂食・嚥下障害～言語聴覚士の活動を通して 

  伝えたいこと～」 
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 ・難病患者地域支援事業及び小児慢性特定疾病 長期療養児教室  

（難病 平成3１年３月６日 患者・家族２１名、関係者３名出席） 

 （小児 平成3１年１月２１日 患児・家族１０名、関係者８名出席） 

 「交流ひろば～音楽とおしゃべりで心もからだもリフレッシュ～」 

・多職種連携の会 

  平成３０年１０月１２日 

・市民向け在宅医療講演会 

  平成３１年１月２４日 

  「住み慣れた地域で安らかに人生をまっとうするには」 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・南部保健医療圏難病患者等地域支援連絡会 １回（１月開催） 

・南部保健医療圏難病対策地域協議会    １回（１月開催） 

・難病相談支援者支援研修会        １回 

・難病患者地域支援事業及び小児慢性特定疾病 長期療養児教室（各１回） 

 「交流ひろば～音楽とおしゃべりで心もからだもリフレッシュ～」 

・多職種連携の会 １回 

・在宅医療講演会 

  令和元年１１月１２日「畳の上で大往生」 
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７ 医薬品等の安全対策 
 

目        標 県民の命と健康を守るため、品質の高い、安全な医薬品等の流通を目指します。 

また、医薬品等の効能効果、用法用量及び副作用等の正しい情報を県民に 

提供し、適正使用を推進するとともに、ジェネリック医薬品（後発医薬品）の 

使用を促進して、優れた医療保険制度を次世代まで継続することに貢献します。 

 

主 な 取 組       

 

・薬局、医薬品販売業者等に対する監視指導の実施 

・医薬品等の正しい知識の普及啓発 

・かかりつけ薬剤師・薬局の活用等の推進 

・ジェネリック医薬品の使用促進 

・薬物乱用対策の推進 

・毒物劇物製造業者等に対する監視指導の実施 

 

実 施 主 体       医師会、薬剤師会、市、保健所 

 

［川口市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・埼玉県薬物乱用防止指導員の推薦 

・川口薬剤師会主催の市民公開講座に講師を派遣 

・川口市福祉部と協力し後発医薬品の使用促進に努める。 

 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・埼玉県南部保健所管内薬物乱用防止指導員協議会に参画した。 

・川口薬剤師会主催の市民公開講座に講師を派遣した。 

 平成３０年１１月１７日 （高血圧関係） 

・川口市福祉部と協力しジェネリック医薬品の使用促進に努めた。 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・埼玉県薬物乱用防止指導員協議会への参画 

・川口薬剤師会主催の市民公開講座に講師を派遣 

・川口市福祉部と協力しジェネリック医薬品の使用促進に努める。 

 

                                         

［蕨戸田市医師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・ジェネリック医薬品の使用促進の研修会の実施 

・薬物乱用防止キャンペーンへの参加 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・ジュネリック医薬品の使用促進を周知 

・薬物乱用防止キャンペーンへの参加、協力 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・向精神薬の処方に関しての注意喚起 

・薬物乱用防止キャンペーンへの参加 

・ジュネリック医薬品の使用促進の研修会の実施の検討 

 

                                          

［川口薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・医薬品の正しい使用法等の普及・啓発（地域及び学校） 

・かかりつけ薬局・薬剤師の推進 

・ジェネリック医薬品の使用促進 

・地域住民からの医薬品に関する相談応需 

・埼玉県薬物乱用防止指導員の推薦及び防止活動の実施 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・医薬品の正しい使用法を各種フェスティバル及び学校薬剤師として担当校

等で指導、助言 

・調剤薬の乱用防止に関する学術講演会の開催 

  平成３０年１０月３０日「ベンゾジアゼピン系の処方について」 

・薬物乱用防止啓発活動（青少年啓発キャンペーン）の参加、協力 

  平成３０年８月５日 わらび機まつり会場で実施 

 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・各種フェスティバル及び学校薬剤師が担当校等で医薬品の正しい使用法を 

 指導、助言 

・薬物乱用防止に関する研修会への参加 

・薬物乱用防止啓発活動への参加、協力 

 
［蕨市地域薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・主治医との連携や患者からのインタビューやお薬手帳の内容の把握等を 

 通じて、患者がかかっているすべての医療機関や服用薬を一元的・継続的

に把握し、薬学的管理・指導を実施 

・後発医薬品の使用割合80％を目標に使用促進対策をする。 

・医薬品、医療機器等安全性情報報告制度等への参加 

・学校薬剤師等による医薬品の適正使用教育に関する啓発活動 

・学校薬剤師等による薬物乱用防止活動の推進 

・毒物劇物薬品を取扱っている薬局については、十分な監視や指導を行う。 
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  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・薬物乱用防止の為の講習会 

・ジェネリック医薬品の使用率を８０％以上にすること 

 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・お薬手帳の内容の把握等を通じて、薬学的管理や指導を実施する。 

・医薬品、医療機器等安全性情報報告制度の周知 

・「かかりつけ薬局」の推進 

 「健康サポート薬局」の推進 

・薬剤師会員の拡充 

 

                                         

［戸田市薬剤師会］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

子供から高齢者まで継続した「医薬品」教育の実施 

 ・市民向け医薬品適正使用啓蒙活動 

 ・児童、生徒に対しての学校薬剤師による教育活動 

 ・アンチドーピング活動 

 ・ジェネリック医薬品普及活動 

 ・薬物乱用対策 

ポリファーマシー、過剰残薬の解消 

 ・かかりつけ薬局推進 

 ・お薬手帳の普及活動 

 ・ブラウンバッグ運動 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・適正使用のための市民向け講演会の実施 

・ブラウンバッグ配布 

・薬物濫用防止キャンペーンの実施 

・健康まつりでのお薬相談会の実施 

・学校薬剤師による薬物乱用防止教育活動 

 

自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・ポリファーマシー関連の研修会の実施（２回） 

適正使用のための市民向け講演会の実施 

ブラウンバッグ配布 

薬物濫用防止キャンペーンの実施 

・処方箋偽造変造対策として市民啓蒙チラシの作成と配布 

健康まつりでの市民向け講演 

健康まつりでのお薬相談会の実施 

・学校薬剤師による学校保健委員会での講演 
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［川口市保健所管理課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・市内の薬局や医薬品販売業等に対し、定期的に監視指導を実施する。 

・市広報誌や保健所ホームページ等を活用して、市民に対し、医薬品に 

 関する正しい情報を提供する。 

・県南部保健所及び南部保健所管内薬物乱用防止指導員協議会が実施する 

 薬物乱用防止啓発活動に協力する。 

・県及び県薬剤師会主催の「薬物乱用防止啓発ポスターコンクール」を後援

 し、市内の児童生徒に対し参加を広く呼びかける。 

・市内の毒物劇物販売店や業務上毒物劇物を取り扱う施設に対し、定期的に

 監視指導を実施し、毒物劇物による事件事故が生じないよう注意喚起を 

 行う。 

・毒物劇物の取扱に係るリーフレットを作成し、市民へ毒物劇物の適切な 

 使用や管理を呼びかける。 

  関連する指標 (現状を示す指標)   

毒物劇物を原因とする健康被害件数、薬事関係施設監視件数 

(目標とする指標)  

毒物劇物を原因とする健康被害件数、薬事関係施設監視件数 
年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・薬事関係施設監視指導件数 ５１５件 

・広報かわぐちへの記事掲載 １回（６月号） 

・「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金への協力 

・薬物乱用防止啓発ポスターコンクール応募数（応募学校数） 

  小学生の部 ４８点（７校） 

中学生の部 １８０点（５校） 

・毒物劇物の取扱リーフレットを作成し、保健所で配布 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・薬事関係施設監視指導 

・広報かわぐちへの記事掲載 

・「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金への協力 

・薬物乱用防止啓発ポスターコンクール 

・毒物劇物の取扱リーフレットを作成し、保健所で配布 

 
 
［蕨市保健センター］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

「第７期蕨市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に基づき、心身の健康に

関する個別の相談に応じ、必要な支援を行う一方、増加がみられる精神面に

ついての相談体制の充実を図る。 

 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

自己評価 

（平成３０年度） 

・ポスター等掲示による啓発活動の実施 
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自己評価 Ｂ：半分程度目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・ポスター等掲示による啓発活動の実施 

 

        

［戸田市保険年金課］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

【具体的な取組】 

戸田市国民健康保険加入者のレセプトデータから、ジェネリック医薬品に 

切り替え可能な先発薬が処方されている者で、切り替えた場合の効果額が 

３００円以上となる者を対象に、年２回、ジェネリック医薬品利用差額通知

を発送する。 

【スケジュール】 

平成３０年度～平成３５年度の各年度において、年２回以上、通知を発送。 

（平成２５年度から実施している） 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

平成３０年度において、年２回通知を行った。 

・平成３０年１０月通知 計４８９名 

・平成３１年 ３月通知 計４３０名 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

令和元年度において、年２回通知を行う。 

・令和元年１０月通知 

・令和２年 ３月通知 

                                        

［埼玉県南部保健所］ 

  具体的な取組 

    と 

 スケジュール 

※計画期間： 

平成30年度～令和5年度 

・薬局等（薬局、薬局製造業、薬局製造販売業、店舗販売業、卸売販売業、

 再生医療等製品販売業）の監視指導 １５０件以上 

・薬物乱用防止対策の推進 

  講習の実施及び講師派遣 １回/年以上 

  啓発キャンペーンの実施 １回/年以上 

・毒物劇物製造業者等（製造業、輸入業、一般販売業、農業用品目販売業、

 特定品目販売業）の監視指導 １００件以上 

 

  関連する指標 (現状を示す指標)  

(目標とする指標) 

年度ごとの 

取組実績 

（平成３０年度） 

・薬局等の監視指導 

 48施設を監視指導した。 

・薬物乱用防止対策の推進 

 ①５月３１日、薬物乱用防止指導員を対象に、埼玉県立精神保健福祉セン

  ターの精神保健福祉士を講師とし、「薬物依存症の初期介入と回復への

  支援について」講習会を実施した。 

 ②学校で実施される薬物乱用防止講習会に、南部保健所管内薬物乱用防止

  指導員を9回派遣した。 
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  ③８月５日、わらび機まつり会場で薬物乱用防止啓発キャンペーンを実施

  し、啓発品（ティッシュ、救急絆創膏、リーフレット 各１０００個）

  を、主に青少年に配布するとともに、薬物乱用防止を呼びかけた。 

・毒物劇物製造業者等の監視指導 

  20施設を監視指導した。 

自己評価 Ａ：ほぼ目標が達成できた 

年度ごとの 

取組計画 

（令和元年度） 

・薬局等の監視指導を実施する。 

  ９月末現在 ２９施設を監視指導した。 

・薬物乱用防止対策の推進 

 ①５月３0日、薬物乱用防止指導員を対象に、埼玉県警本部刑事部組織犯

  罪対策薬物銃器対策課の警部を講師とし、「薬物事犯の現状」の講習会

  を実施した。 

 ②学校で実施される薬物乱用防止講習会に、南部保健所管内薬物乱用防止

  指導員を派遣する。９月末現在、２校からの依頼を受けている。 

 ③７月１８日、商業施設で薬物乱用防止啓発キャンペーンを実施し、啓発

  品（うちわ、ティッシュ、救急絆創膏、リーフレット 各１０００個）

  を、主に青少年に配布するとともに、薬物乱用防止を呼びかけた。 

 ④１０月６日、戸田市の健康福祉の杜まつりで、薬物乱用防止啓発キャン

  ペーンを実施し、啓発品（ペットボトルカバー、ウェットティッシュ、 

  ティッシュ、パンフレット 各5００個）を、主に青少年に配布すると

  ともに、薬物乱用防止を呼びかけた。 

・毒物劇物製造業者等の監視指導する。 

  ９月末現在 ３７施設を監視指導した。 

 

 


